
 

令和４年１１月せとまちトーク 

（市民と議会の意見交換会） 

 

幡山中学校区   総務生活委員会 

① テーマ 

ごみの分別について 

～ごみ減量に向けたわかりやすい分別方法を考える～ 

 

②テーマに対してあなたが考える課題・問題点 
①プラごみ 
 プラチップの処理回数多くする 
 回収回数が少ない、月２回では少ない 
 週 1回回収してほしい 
 資源物があふれているので危ない 
 回収場所が遠い 
 プラが多い（お店に減らしてほしい） 
 分別の基準がよく分からない 
 分別により晴丘センターの状況はどう変わる
のか？ 

 プラごみをカラスが荒らす 

②福祉・子育て 
 おむつ専用の袋が欲しい 
 
③その他 
 全市民、全世帯に周知徹底をどうやっていく

のか 
 外国人の方々のマナーが悪い 
 パック（容器）持参で購入できるようになると

いい 
 自治会に入っていない人が集積所に出すのが

困る 
 可燃ごみがどれだけ減ったか結果が知りたい 

 
③課題・問題点を解決するにはどうしたらよいか（手法） 

行政        地域        その他 
 ペットボトル粉砕機導入 
 ポイントで地域券発行 
 メリット、デメリット両方の
成果を市民に公表する 

 集積所の確保を行政が行う 
 ごみ資源物の流れを可視化
（子どもたちに見せる） 

 分別勉強会を開催 
 住民の意識向上（連区の下部
組織の町内会で説明会を開
く） 

 現在の可燃ごみ集積場所に、
可燃ごみ、プラごみ両方出せ
るようにする 

 集積場所の確保 
 回収（プラ）場所を増やすた
めにリサーチする 

 お店の協力を得てプラ製品
（食品）を減らしてほしい 

 ラジオで毎日、毎時啓発（ご
み減量、リサイクルの成果に
ついて） 

 せとまちトークの周知もご
みの説明会の周知にならっ
てやれば、もっと多くの方が
見えます（周知が足りない） 

 めげずに発信 


